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ＧＥＯＴＡＩＬ衛星で観測された外部磁気圏でのＰｃ５型磁気波動の性質 

Characteristics of Pc 5 ULF Waves in the Outer Magnetosphere Observed by GEOTAIL 
Satellite 
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昼側外部磁気圏において観測されたＰｃ５型電磁流体波動の波動特性について明らかにする。資料はジオテー
ル衛星で観測された磁場、電場、プラズマのデータを使用した。主な結果を示すと 

１．横波的な振動のＰｃ５は主に朝側で出現し、夕方側では圧縮波的性質の波動が出現した。 
３．大振幅の横波的なＰｃ５が観測され、電場の振動周期の半分の周期で低エネルギープラズマが振動してい

る特殊な例が見られた。 
４．ポインテング・フラックスは１０（－８）から１０（－６）ワット/ｍ２ 
５．Ｐｃ５型波動のエネルギーは内部磁気圏および極域電離層へのエネルギー輸送に重要な役割を果たしてい

る。 
 
 
昼側外部磁気圏において観測されたＰｃ５型電磁流体波動の波動特性、エネルギー伝播特性について明らかに

する。観測資料はジオテール衛星で観測された磁場、電場、プラズマのデータを使用した。解析の結果次の特性が
判った。 

１． 衛星の軌道が磁気赤道領域であったため、電場の変動に顕著なＰｃ５型ＵＬＦ波動が観
測された。 

２． 横波的な振動のＰｃ５は主に朝側で出現し、夕方側では圧縮波的性質の波動が出現して
いる。 

３． 横波的なＰｃ５は主に静穏時に頻繁に観測された。 
４． 時には大振幅の横波的なＰｃ５が観測され、電場の振動周期の半分の周期で低エネル

ギープラズマが振動している特殊な例が見られた。 
５． Poynting Flux は１０（－８）から１０（－６）ワット/ｍ２ 
６． Ｐｃ５型波動のエネルギーは内部磁気圏および極域電離層へのエネルギー輸送に重要

な役割を果たしている。 


